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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　経路探索手段により探索された経路に基づいて目的地への経路案内を行うナビゲーショ
ン装置において、
　目的地への到着予測時刻までに到着する確率を設定するための到着確率設定手段と、
　該設定された確率で目的地へ到着できる到着予測時刻を算出する到着予測時刻算出手段
と、
　該到着予測時刻算出手段により算出された到着予測時刻を報知する到着予測時刻報知手
段と、
　前記到着予測時刻までに到着する確率を経路案内中に更新する到着予測時刻到着確率更
新手段と、
　前記到着確率設定手段により設定された到着予測時刻到着確率を前記到着予測時刻到着
確率更新手段により更新された到着予測時刻到着確率に変えて報知する到着予測時刻到着
確率報知手段とを備えていることを特徴とするナビゲーション装置。
【請求項２】
　前記到着予測時刻到着確率報知手段が、地図上に表示される経路の表示態様を変えるこ
とにより到着予測時刻到着確率を報知するものであることを特徴とする請求項１記載のナ
ビゲーション装置。
【請求項３】
　前記到着予測時刻到着確率更新手段が、道路データが記憶された道路地図記憶手段に記
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憶された道路と該道路に対応する誤差データにより到着予測時刻到着確率を算出するもの
であることを特徴とする請求項１又は請求項２記載のナビゲーション装置。
【請求項４】
  前記道路地図記憶手段には、各道路における時間帯に対する誤差データが記憶されてお
り、
  前記到着予測時刻到着確率更新手段が、前記道路地図記憶手段に記憶された経路におけ
る当該道路の通過予定時間に対応する誤差データに基づいて到着予測時刻到着確率を算出
するものであることを特徴とする請求項３記載のナビゲーション装置。
【請求項５】
  前記道路地図記憶手段に記憶された誤差データが、当該道路の実際の通過所要時間に基
づいて更新されるものであることを特徴とする請求項３又は請求項４記載のナビゲーショ
ン装置。
【請求項６】
  ナビゲーション装置からの目的地情報に基づいて、目的地への経路案内のための経路案
内情報と、目的地への到着予測時刻情報とを前記ナビゲーション装置に提供する情報提供
装置であって、
  目的地への到着予測時刻情報を算出する到着予測時刻算出手段と、
　到着予測時刻までに到着する確率を算出する到着予測時刻到着確率算出手段とを備え、
　前記目的地情報に、前記ナビゲーション装置で設定された到着予測時刻到着確率が含ま
れている場合、前記到着予測時刻算出手段が、前記設定された確率で目的地へ到着できる
到着予測時刻を算出するものであり、
　前記経路案内情報と、前記到着予測時刻と、前記到着予測時刻到着確率とを前記ナビゲ
ーション装置に提供することを特徴とする情報提供装置。
【請求項７】
  ナビゲーション装置からの目的地への経路情報に基づいて、目的地への到着予測時刻情
報を前記ナビゲーション装置に提供する情報提供装置であって、
　目的地への到着予測時刻情報を算出する到着予測時刻算出手段と、
  到着予測時刻までに到着する確率を算出する到着予測時刻到着確率算出手段とを備え、
　前記経路情報に、前記ナビゲーション装置で設定された到着予測時刻到着確率が含まれ
ている場合、前記到着予測時刻算出手段が、前記設定された確率で目的地へ到着できる到
着予測時刻を算出するものであり、
　前記到着予測時刻と、前記到着予測時刻到着確率とを前記ナビゲーション装置に提供す
ることを特徴とする情報提供装置。
【請求項８】
  目的地への経路案内を行うナビゲーション装置と、ナビゲーション装置に各種情報を提
供する情報提供装置を含んで構成されるナビゲーションシステムにおいて、
  前記ナビゲーション装置が、
  目的地に関する目的地情報を前記情報提供装置に送信する目的地情報送信手段と、
  前記情報提供装置から受信した経路関連情報を報知する経路関連情報報知手段とを備え
、
  前記情報提供手段が、
  前記ナビゲーション装置からの目的地情報に基づいて、目的地への経路案内のための経
路案内情報を生成する経路案内情報生成手段と、
  目的地への到着予測時刻情報を算出する到着予測時刻算出手段と、
  到着予測時刻までに到着する確率を算出する到着予測時刻到着確率算出手段と、
  前記経路案内情報と、前記到着予測時刻と、前記到着予測時刻到着確率とを経路関連情
報として前記ナビゲーション装置に送信する情報送信手段とを備え、
　前記目的地情報に、前記ナビゲーション装置で設定された到着予測時刻到着確率が含ま
れている場合、前記到着予測時刻算出手段が、前記設定された確率で目的地へ到着できる
到着予測時刻を算出するものであることを特徴とするナビゲーションシステム。
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【請求項９】
  目的地への経路案内を行うナビゲーション装置と、ナビゲーション装置に各種情報を提
供する情報提供装置とを含んで構成されるナビゲーションシステムにおいて、
  前記ナビゲーション装置が、
  目的地までの経路情報を前記情報提供装置に送信する経路情報送信手段と、
  前記情報提供装置から受信した経路関連情報を報知する経路関連情報報知手段とを備え
、
  前記情報提供手段が、
  前記ナビゲーション装置からの経路情報に基づいて、目的地への到着予測時刻情報を算
出する到着予測時刻算出手段と、
  前記到着予測時刻までに到着する確率を算出する到着予測時刻到着確率算出手段と、
  前記到着予測時刻と、前記到着予測時刻到着確率とを経路関連情報として前記ナビゲー
ション装置に送信する情報送信手段とを備え、
　前記経路情報に、前記ナビゲーション装置で設定された到着予測時刻到着確率が含まれ
ている場合、前記到着予測時刻算出手段が、前記設定された確率で目的地へ到着できる到
着予測時刻を算出するものであることを特徴とするナビゲーションシステム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
  本発明は、経路案内を行うナビゲーション装置、情報提供装置、およびナビゲーション
システムに関し、特に目的地への到着予測時刻を報知する機能を備えたナビゲーション装
置、情報提供装置、およびナビゲーションシステムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来の通常のナビゲーション装置は目的地までの経路案内を行うことを主目的として表
示処理がなされているが、ナビゲーション装置の高度化、記憶媒体の大容量化、情報通信
技術の進歩に伴い、色々と便利な機能が付加されてきている。その中の１つに、目的地へ
の到着予測時刻を報知する機能があり、ナビゲーション装置の使用者は、到着予想時刻を
目的地選定の決定に利用したり、経路選択等に利用している。
【０００３】
　しかし、道路状況の変化等により到着予測時刻と実際の到着時刻との間にはズレが生じ
、このズレが大きいと利用者が不満に感じたり、その遅れに充分対処することができずに
その後の予定をうまくたてることができないといった事態が頻繁に生じている。
【特許文献１】特開平５－２５０５９４号公報
【特許文献２】特開平９－２７００９４号公報
【発明の開示】
【課題を解決するための手段及びその効果】
【０００４】
　本発明は上記課題に鑑みなされたものであって、到着予測時刻と実際の到着時刻とに差
が生じた場合にも、利用者の感じる不快感を低減することができると共に、到着が遅れる
場合等にも利用者がその後うまく対処し易いような情報を提供することができるナビゲー
ション装置、情報提供装置、およびナビゲーションシステムを提供することを目的として
いる。
【０００５】
　上記目的を達成するために、本発明に係るナビゲーション装置（１）は、経路探索手段
により探索された経路に基づいて目的地への経路案内を行うナビゲーション装置において
、目的地への到着予測時刻までに到着する確率を設定する到着確率設定手段と、該設定さ
れた確率で目的地へ到着できる到着予測時刻を算出する到着予測時刻算出手段と、該到着
予測時刻算出手段により算出された到着予測時刻を報知する到着予測時刻報知手段と、前
記到着予測時刻までに到着する確率を経路案内中に更新する到着予測時刻到着確率更新手



(4) JP 4397657 B2 2010.1.13

10

20

30

40

50

段と、前記到着確率設定手段により設定された到着予測時刻到着確率を前記到着予測時刻
到着確率更新手段により更新された到着予測時刻到着確率に変えて報知する到着予測時刻
到着確率報知手段とを備えていることを特徴としている。
【０００６】
  上記ナビゲーション装置（１）によれば、前記到着確率設定手段により、目的地への到
着予測時刻までに到着する確率の設定が可能となっており、該確率が設定された場合には
、その確率で到着できる予測時刻が算出されて表示されるようになっている。利用者は、
設定された確率で到着できる予測時刻を把握することができる。また、前記到着予測時刻
到着確率が更新された場合には、その更新された到着予測時刻到着確率を把握することが
できる。したがって、到着予測時刻と実際の到着時刻とに差が生じた場合にも、利用者は
不快感をあまり感じず、また予め遅れ等を予想できるので、その対処をうまく行えること
となる。
【０００９】
  また、本発明に係るナビゲーション装置（４）は、上記ナビゲーション装置（１）～（
３）のいずれかにおいて、前記到着予測時刻到着確率算出手段が、経路決定のために複数
の経路候補が表示される経路選択状態において、複数の経路候補の各々について到着予測
時刻到着確率を算出するものであることを特徴としている。
  上記ナビゲーション装置（４）によれば、各経路候補に対して目的地への到着予測時刻
と到着予測時刻到着確率が報知されるので、使用者は経路選択を適切に行えることとなる
。
【００１０】
  また、本発明に係るナビゲーション装置（５）は、上記ナビゲーション装置（１）～（
４）のいずれかにおいて、前記到着予測時刻到着確率算出手段が、経路走行中に逐次、到
着予測時刻到着確率を算出してゆくものであることを特徴としている。
  上記ナビゲーション装置（５）によれば、経路走行中に最新の目的地への到着予測時刻
とその到着予測時刻到着確率が報知されるので、例えば渋滞発生等による状況変化に対し
て素早く迂回路走行等の対応を行うことが可能となる。
【００１１】
  また、本発明に係るナビゲーション装置（６）は、上記ナビゲーション装置（１）～（
５）のいずれかにおいて、前記到着予測時刻到着確率報知手段が、地図上に表示される経
路の表示態様を変えることにより到着予測時刻到着確率を報知するものであることを特徴
としている。
  上記ナビゲーション装置（６）によれば、使用者は地図上の経路を見ることにより、目
的地への到着予測時刻到着確率を一目で把握することができることとなる。
【００１２】
  また、本発明に係るナビゲーション装置（７）は、上記ナビゲーション装置（１）～（
６）のいずれかにおいて、前記到着予測時刻到着確率更新手段が、道路データが記憶され
た道路地図記憶手段に記憶された道路と該道路に対応する誤差データにより到着予測時刻
到着確率を算出するものであることを特徴としている。
  上記ナビゲーション装置（７）によれば、経路を構成する各道路の誤差データの演算処
理により到着予測時刻到着確率を算出できるので、色々な経路に対応でき、また経路毎に
誤差データを記憶する方法に比べデータ記憶容量も少なくて済むこととなる。
【００１３】
  また、本発明に係るナビゲーション装置（８）は、上記ナビゲーション装置（７）にお
いて、前記道路地図記憶手段には、各道路における時間帯に対する誤差データが記憶され
ており、前記到着予測時刻到着確率更新手段が、前記道路地図記憶手段に記憶された経路
における当該道路の通過予定時間に対応する誤差データに基づいて到着予測時刻到着確率
を算出するものであることを特徴としている。
  上記ナビゲーション装置（８）によれば、時間帯（月、曜日、時間）による特性を考慮
した算出となるので、より精度の高い到着予測時刻到着確率を算出することができる。
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【００１４】
  また、本発明に係るナビゲーション装置（９）は、上記ナビゲーション装置（７）又は
（８）において、前記道路地図記憶手段に記憶された誤差データが、当該道路の実際の通
過所要時間に基づいて更新されるものであることを特徴としている。
  上記ナビゲーション装置（９）によれば、より最近の道路状況に基づいて到着予測時刻
到着確率が算出されることになるので、精度がより高くなる。
【００１５】
  また、本発明に係るナビゲーション装置（１０）は、上記ナビゲーション装置（１）～
（９）のいずれかにおいて、道路情報を受信する道路情報受信手段を備え、前記到着予測
時刻到着確率算出手段が、前記道路情報受信手段により受信された道路情報に基づいて到
着予測時刻到着確率を算出するものであることを特徴としている。
  上記ナビゲーション装置（１０）によれば、外部から提供される情報に基づいて到着予
測時刻到着確率が算出されるので、新しくまた豊富なデータに基づいて到着予測時刻到着
確率が算出されることとなり、精度が上がり、また情報記憶のための記憶容量も少なくて
済むこととなる。
【００１６】
  また、本発明に係るナビゲーション装置（１１）は、上記ナビゲーション装置（１）～
（１０）のいずれかにおいて、イベント情報を受信するイベント情報受信手段を備え、前
記到着予測時刻到着確率算出手段が、前記イベント情報受信手段により受信された経路付
近の施設におけるイベント情報を含めて到着予測時刻到着確率を算出するものであること
を特徴としている。
  上記ナビゲーション装置（１１）によれば、道路状況に大きな影響を与える経路周辺の
イベント情報も含めて到着予測時刻到着確率が算出されるので、精度のより高い到着予測
時刻到着確率を算出することが可能となる。
【００１７】
　また、本発明に係るナビゲーション装置（１２）は、上記ナビゲーション装置（１）～
（１１）のいずれかにおいて、経路に要する経費を算出する経費算出手段と、該経費算出
手段により算出された経路経費を報知する経費報知手段とを備えていることを特徴として
いる。
　上記ナビゲーション装置（１２）によれば、各経路における目的地までの経費を把握す
ることができるので、経路選択の参考にすることができる。
【００１８】
　また、本発明に係るナビゲーション装置（１３）は、上記ナビゲーション装置（１）～
（１２）のいずれかにおいて、前記経路探索手段が、公共交通機関の利用も含めて目的地
までの経路を算出するものであることを特徴としている。
　上記ナビゲーション装置（１３）によれば、公共交通機関も含めた経路候補から経路を
選択できるので、経路選択の幅を大きく広げることができる。
【００１９】
　また、本発明に係るナビゲーション装置（１４）は、上記ナビゲーション装置（１３）
において、経路に含まれる公共交通機関の料金情報を報知する料金情報報知手段を備えて
いることを特徴としている。
　上記ナビゲーション装置（１４）によれば、公共交通機関の料金情報が報知されるので
、掛かる経費を考慮して経路選択を行うことができる。
【００２０】
　また、本発明に係るナビゲーション装置（１５）は、上記ナビゲーション装置（１２）
～（１４）のいずれかにおいて、経路に含まれる公共交通機関の運行状況を受信する運行
状況受信手段と、該運行状況受信手段により受信した公共交通機関の運行状況を報知する
運行状況報知手段とを備えていることを特徴としている。
　上記ナビゲーション装置（１５）によれば、公共交通機関の実際の運行状況、例えば遅
れや運休情報が報知されるので、より適切な経路選択が可能となる。
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【００２１】
  また、本発明に係るナビゲーション装置（１６）は、上記ナビゲーション装置（１５）
において、前記到着予測時刻算出手段が、前記運行状況も含めて到着予測時刻を算出し、
前記到着予測時刻到着確率算出手段が、前記運行状況も含めて到着予測時刻到着確率を算
出するものであることを特徴としている。
  上記ナビゲーション装置（１６）によれば、公共交通機関の実際の運行状況、例えば遅
れや運休情報も考慮されて、到着予測時刻及び到着予測時刻到着確率が算出されるので、
精度のより高い予測が可能となる。
【００２２】
　また、本発明に係るナビゲーション装置（１７）は、上記ナビゲーション装置（１３）
～（１６）のいずれかにおいて、経路に要する経費を算出する経費算出手段と、該経費算
出手段により算出された経路経費を報知する経費報知手段とを備えていることを特徴とし
ている。
　上記ナビゲーション装置（１７）によれば、公共交通機関も含めた各経路における目的
地までの経費が把握できるので、掛かる経費を考慮して経路選択を行うことができる。
【００２３】
　また、本発明に係るナビゲーション装置（１８）は、上記ナビゲーション装置（１７）
において、公共交通機関の利用条件を入力する公共交通機関利用条件入力手段を備え、前
記経費算出手段が、前記公共交通機関利用条件入力手段を介して入力された利用条件を含
めて経路経費を算出するものであることを特徴としている。
　上記ナビゲーション装置（１８）によれば、急行料金や各種割引料金等も考慮された経
費が算出されるので、経費を考慮してより適切に経路を選択することが可能となる。
【００２４】
　また、本発明に係るナビゲーション装置（１９）は、上記ナビゲーション装置（１２）
～（１８）のいずれかにおいて、前記経費算出手段が、経路に関する経路情報を情報提供
センターに送信する経路情報送信手段と、情報提供センターの送信した経路情報に関する
経費情報を受信する経費情報受信手段と、該経費情報受信手段により受信した経費情報に
基づいて経費を算出する受信情報処理手段とを備えていることを特徴としている。
　上記ナビゲーション装置（１９）によれば、通信手段により得られる最新の料金情報に
よる経費算出が可能となるので、より正確な経費算出が可能となる。
【００２５】
  また、本発明に係る情報提供装置（１）は、ナビゲーション装置からの目的地情報に基
づいて、目的地への経路案内のための経路案内情報と、目的地への到着予測時刻情報とを
前記ナビゲーション装置に提供する情報提供装置であって、目的地への到着予測時刻情報
を算出する到着予測時刻算出手段と、到着予測時刻までに到着する確率を算出する到着予
測時刻到着確率算出手段とを備え、前記目的地情報に、前記ナビゲーション装置で設定さ
れた到着予測時刻到着確率が含まれている場合、前記到着予測時刻算出手段が、前記設定
された確率で目的地へ到着できる到着予測時刻を算出するものであり、前記経路案内情報
と、前記到着予測時刻と、前記到着予測時刻到着確率とを前記ナビゲーション装置に提供
することを特徴としている。
  上記情報提供装置（１）によれば、到着予測時刻に対する到着予測時刻到着確率が提供
され、また、前記目的地情報に、前記ナビゲーション装置で設定された到着予測時刻到着
確率が含まれている場合、前記設定された確率で目的地へ到着できる到着予測時刻が提供
されるので、利用者は、設定された確率で到着できる予測時刻を把握することができ、ま
た、到着予測時刻と実際の到着時刻とに差が生じた場合にも、利用者は不快感をあまり感
じず、また予め遅れ等を予想して行動をすることができるので、遅れに対する対処をうま
く行えることとなる。
【００２６】
  また、本発明に係る情報提供装置（２）は、ナビゲーション装置からの目的地への経路
情報に基づいて、目的地への到着予測時刻情報を前記ナビゲーション装置に提供する情報
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提供装置であって、目的地への到着予測時刻情報を算出する到着予測時刻算出手段と、到
着予測時刻までに到着する確率を算出する到着予測時刻到着確率算出手段とを備え、前記
経路情報に、前記ナビゲーション装置で設定された到着予測時刻到着確率が含まれている
場合、前記到着予測時刻算出手段が、前記設定された確率で目的地へ到着できる到着予測
時刻を算出するものであり、前記到着予測時刻と、前記到着予測時刻到着確率とを前記ナ
ビゲーション装置に提供することを特徴としている。
  上記情報提供装置（２）によれば、到着予測時刻に対する到着予測時刻到着確率が提供
され、また、前記経路情報に、前記ナビゲーション装置で設定された到着予測時刻到着確
率が含まれている場合、前記設定された確率で目的地へ到着できる到着予測時刻が提供さ
れるので、利用者は、設定された確率で到着できる予測時刻を把握することができ、また
、到着予測時刻と実際の到着時刻とに差が生じた場合にも、利用者は不快感をあまり感じ
ず、また予め遅れ等を予想できるので、遅れに対する対処をうまく
行えることとなる。
【００２７】
  また、本発明に係るナビゲーションシステム（１）は、目的地への経路案内を行うナビ
ゲーション装置と、ナビゲーション装置に各種情報を提供する情報提供装置を含んで構成
されるナビゲーションシステムにおいて、前記ナビゲーション装置が、目的地に関する目
的地情報を前記情報提供装置に送信する目的地情報送信手段と、前記情報提供装置から受
信した経路関連情報を報知する経路関連情報報知手段とを備え、前記情報提供手段が、前
記ナビゲーション装置からの目的地情報に基づいて、目的地への経路案内のための経路案
内情報を生成する経路案内情報生成手段と、目的地への到着予測時刻情報を算出する到着
予測時刻算出手段と、到着予測時刻までに到着する確率を算出する到着予測時刻到着確率
算出手段と、前記経路案内情報と、前記到着予測時刻と、前記到着予測時刻到着確率とを
経路関連情報として前記ナビゲーション装置に送信する情報送信手段とを備え、前記目的
地情報に、前記ナビゲーション装置で設定された到着予測時刻到着確率が含まれている場
合、前記到着予測時刻算出手段が、前記設定された確率で目的地へ到着できる到着予測時
刻を算出するものであることを特徴としている。
  上記ナビゲーションシステム（１）によれば、到着予測時刻に対する到着予測時刻到着
確率が報知され、また、前記目的地情報に、前記ナビゲーション装置で設定された到着予
測時刻到着確率が含まれている場合、前記設定された確率で目的地へ到着できる到着予測
時刻が報知されるので、利用者は、設定された確率で到着できる予測時刻を把握すること
ができ、また、到着予測時刻と実際の到着時刻とに差が生じた場合にも、利用者は不快感
をあまり感じず、また予め遅れ等を予想できるので、遅れに対する対処をうまく行えるこ
ととなる。
【００２８】
  また、本発明に係るナビゲーションシステム（２）は、目的地への経路案内を行うナビ
ゲーション装置と、ナビゲーション装置に各種情報を提供する情報提供装置とを含んで構
成されるナビゲーションシステムであって、前記ナビゲーション装置が、目的地までの経
路情報を前記情報提供装置に送信する経路情報送信手段と、前記情報提供装置から受信し
た経路関連情報を報知する経路関連情報報知手段とを備え、前記情報提供手段が、前記ナ
ビゲーション装置からの経路情報に基づいて、目的地への到着予測時刻情報を算出する到
着予測時刻算出手段と、前記到着予測時刻までに到着する確率を算出する到着予測時刻到
着確率算出手段と、前記到着予測時刻と、前記到着予測時刻到着確率とを経路関連情報と
して前記ナビゲーション装置に送信する情報送信手段とを備え、前記経路情報に、前記ナ
ビゲーション装置で設定された到着予測時刻到着確率が含まれている場合、前記到着予測
時刻算出手段が、前記設定された確率で目的地へ到着できる到着予測時刻を算出するもの
であることを特徴としている。
  上記ナビゲーションシステム（２）によれば、到着予測時刻に対する到着予測時刻到着
確率が報知され、また、前記経路情報に、前記ナビゲーション装置で設定された到着予測
時刻到着確率が含まれている場合、前記設定された確率で目的地へ到着できる到着予測時
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刻が報知されるので、利用者は、設定された確率で到着できる予測時刻を把握することが
でき、また、到着予測時刻と実際の到着時刻とに差が生じた場合にも、利用者は不快感を
あまり感じず、また予め遅れ等を予想できるので、遅れに対する対処をうまく行えること
となる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２９】
　以下、本発明の実施の形態を図面に基づいて説明する。図１は本発明の実施の形態に係
るナビゲーションシステムの構成を示すブロック図である。
　ＧＰＳセンサ１はＧＰＳ衛星からの信号を受信し、その信号から位置を算出してナビゲ
ーションシステム制御用のマイクロコンピュータ（ナビマイコン）５に算出位置を出力す
る。ジャイロセンサ２は、車両の向きの変化を検出するセンサでジャイロにより構成され
、ナビマイコン５に検出信号を出力する。ナビマイコン５では、このジャイロセンサ２の
検出信号を積算して車両の方向を算出する。車速パルス入力部３は、車両側に設置された
車速センサ(図示せず)からの所定走行距離毎に発生するパルス(所定期間におけるパルス
数が車速に比例する)からなる車速パルスを取り込み、ノイズ除去、波形整形処理等を行
った後ナビマイコン５に出力するようになっている。
【００３０】
　車両側に設置された前記車速センサは、車両の駆動系の制御、例えば燃料噴射量制御や
点火時期制御等にも用いられるものであって、車両に既設のものである。この車速センサ
には、例えば車軸と同期して回転する磁石と、この磁石の回転位置により変化する磁場の
状態に応じて接断状態が変わるリードスイッチからなる磁気センサや、車軸と同期して回
転する遮蔽板と、この遮蔽板の回転位置によりその光路の遮断状態が変化する受光素子、
発光素子からなる光センサ等がある。
【００３１】
　磁気ディスクで構成され、データの読み書きが可能なハードディスク装置（ＨＤＤ）４
には、地図データ（道路データ、公共交通機関の路線データ、有料道路の料金データ、公
共交通機関の料金データ等）が記憶されており、ＨＤＤ４はナビマイコン５からの制御信
号に応じて必要なデータを読み込んで、ナビマイコン５に出力する。また、ＨＤＤ４は、
ナビマイコン５からの制御信号に応じて、地図データの更新データ等、各種データを磁気
ディスクに書き込み記憶する。また、別の実施の形態では、ＨＤＤ４に代わり、データの
読み書きが可能なＤＶＤ－ＲＡＭ装置や、ＤＶＤ－ＲＯＭ装置とメモリ（ＲＡＭ）とが組
み合わされたものであってもよい。
【００３２】
　操作スイッチ６は、ナビゲーションシステム操作用のスイッチで、ナビゲーションシス
テム本体に設置された押しボタンスイッチや、赤外線リモコン等により構成され、ＯＮ－
ＯＦＦスイッチやジョイスティック等の方向指定用スイッチ等を備えている。また、操作
スイッチ６としてディスプレイ７の前面に設けられた透明のタッチパネルスイッチが含ま
れ、ディスプレイ７に対応した座標入力、例えば地図上における位置指定が可能となって
いる。
【００３３】
　ナビマイコン５は、ジャイロセンサ２の検出信号と車速パルス入力部３からの車速パル
スとから自立方式により自車位置を算出し、算出した自車位置とＧＰＳセンサ１からの位
置信号とを補完処理して、自車位置を決定する。また、ナビマイコン５は、この決定され
た自車位置、操作スイッチ６の操作状態に応じて、ＨＤＤ４を制御して必要な地図データ
等を読み込んだり、目的地までの経路を演算する処理等を行い、液晶表示装置で構成され
たディスプレイ７に、対応する地図、経路、各種案内、そして操作案内表示等を行わせる
。ナビマイコン５には、各種データ、プログラムの記憶、また演算処理のために用いられ
るＲＡＭ、ＲＯＭ（図示せず）が内蔵されている。
【００３４】
　また、ナビマイコン５には、情報を受信する情報通信機１４が接続されており、ナビマ
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イコン５は情報通信機１４で受信した施設情報、ニュース、交通情報、天気予報、娯楽情
報等をディスプレイ７に表示させたり、情報を音声合成するために後述の音声合成部８に
そのデータを出力するようになっている。情報通信機１４は携帯電話等の双方向通信機に
より構成されており、情報提供装置２０（情報提供センター)との双方向通信により必要
な情報を得る構成となっている。
【００３５】
　音声合成部８はマイコンにより構成されており、ナビマイコン５からの文字データを処
理して合成音声を生成し、増幅器１２に出力する。増幅器１２は受信した合成音声データ
を増幅して車室内に設けられたスピーカ１３に出力し、スピーカ１３はこれらデータを音
声として出力するようになっている。
【００３６】
　情報提供装置２０は、情報提供のための処理を行うマイクロコンピュータにより構成さ
れたサーバ２３と、各種情報を記憶するＨＤＤ２１と、ナビゲーション装置１０の情報通
信機１４と通信するための情報通信機２２とを含んで構成されている。携帯電話回線を利
用する場合には、情報通信機２２は、携帯電話局を介して情報通信機１４と接続されるこ
ととなり、インターネットを利用する場合には電話局、プロバイダを介してインターネッ
ト網により情報通信機１４と接続されることとなる。また、サーバ２３は、交通情報セン
ター等と接続されており、道路の渋滞情報、公共交通機関の運行状況データや運行時刻デ
ータ（時刻表データ）を入手できるようになっている。
【００３７】
　次に、本実施の形態に係るナビゲーション装置における経路案内動作について説明する
。
［ナビゲーション装置における表示例］
　図２はナビゲーション装置における通常案内時の表示状態を示す画面図である。
　通常の経路案内状態においては図２（Ａ）に示すように、地図上の自車位置に対応する
位置に自車マーク３２が表示される。また、目的地までの経路３３が道路と区別できる形
状、例えば本例では道路より太い赤色の実線で表示される。また、本例では表示画面の右
上部分（経路案内の邪魔にならない部分）に到着予測時刻とその到着予測時刻までに到着
する確率を報知する到着情報表示３１がなされる。
【００３８】
　到着情報表示としては、これ以外に（Ｂ）に示すような到着予測時刻とその誤差範囲（
到着情報表示３１ａ）、（Ｃ）に示した到着予測時刻とその誤差範囲と確率（到着予測時
刻とその誤差の範囲に到着する確率）（到着情報表示３１ｂ）を表示する方法などであっ
てもよい。
【００３９】
　また、操作スイッチ６の操作により確率と誤差範囲の設定が可能となっており、確率を
設定した場合には、その確率で到着できる予測時刻（誤差範囲表示無しの場合）、その確
率で到着できる誤差範囲（誤差範囲表示有りの場合）が算出されて表示される。また、誤
差範囲を設定した場合には、その誤差範囲内で到着できる予測時刻（確率表示無しの場合
）、その誤差範囲で到着できる確率（確率表示有りの場合）が算出されて表示される。そ
して、使用者が確率と誤差範囲を設定した場合には、その確率、その誤差範囲で到着でき
る到着予測時刻が表示されるようになっている。
【００４０】
　また、別の実施の形態では、この到着情報表示３１に代わり、経路の表示形態、例えば
表示色や表示線種を変えることにより、これら確率や誤差範囲が一目で分かるように表示
される。例えば、経路を、確率が９０％以上の時には緑色で表示し、８０％台の時には黄
色で表示したり、あるいは確率が９０％以上の時には太実線、８０％台の時には太破線で
表示する。また、経路を、誤差範囲が１０分未満の時には緑色で表示し、１０分台の時に
は黄色で表示したり、あるいは誤差範囲が１０分未満の時には太実線、１０分台の時には
太破線で表示する。さらには、これらを組み合わせた表示であってもよい。例えば、誤差
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範囲が１０分未満で確率が９０％以上の時には緑色の太い実線とする等の表示方法であっ
てもよい。
【００４１】
　これら確率、誤差範囲は経路案内中に随時（例えば所定時間毎に）更新される（到着予
測時刻は一定）ようになっている。また、確率あるいは誤差範囲の変化量が所定範囲を超
えた場合には到着予測時刻が再算出される。これら値が変化した場合には、利用者に対し
て、変化が有った旨を音声や表示にて報知するようになっている。
【００４２】
　図３はナビゲーション装置における経路選択時の表示状態を示す画面図である。
　通常の経路選択状態においては図３に示すように、目的地までの経路候補Ａ、Ｂが表示
され、画面右側に各経路候補における到着情報表示３１ｂ（到着予測時刻とその誤差範囲
と確率）が示される。利用者は、これら情報を比較して経路を選択する。経路情報表示３
１ｂは、図３に示した表示形態だけでなく、図２に示した経路情報表示３１、経路情報表
示３１ａのような表示形態であってもよい。
【００４３】
［確率・誤差範囲算出方法］
　次に確率・誤差範囲算出方法について説明する。
　図４は、ＨＤＤ４に記憶された確率・誤差範囲算出のためのデータのフォーマットを示
す表である。本例では、ナビゲーション装置１０側で確率・誤差範囲算出を行う例を示し
ているが、別の実施の形態では、ナビゲーション装置１０から情報提供装置２０に経路デ
ータを送信して情報提供装置２０で確率・誤差範囲を算出させてナビゲーション装置１０
に送信させる方法、あるいはナビゲーション装置１０から情報提供装置２０に目的地と現
在位置データを送信させて情報提供装置２０で経路および確率・誤差範囲を算出させてナ
ビゲーション装置１０に送信させる方法であってもよい。これらの場合には確率・誤差範
囲算出のためのデータは、ＨＤＤ２１に記憶されることとなり、同様の算出処理が情報提
供装置２０で行われることとなる。
【００４４】
　確率・誤差範囲算出のためのデータは、図４に示したように、道路（道路リンク：例え
ば交差点間等、確率・誤差範囲算出の単位道路）識別用の道路番号、時間帯（例えば曜日
、時間帯）毎に通過に必要な時間、その通過時間内で通過できる確率、通過時間の誤差が
記録され、また外部から得られる交通情報に従い変化するその時点での通過時間（現通過
時間）、確率（現確率）、誤差時間（現誤差時間）が記憶されるようになっている。これ
ら現通過時間、現確率、現誤差時間は入手時間から所定時間経過した時点で古いデータに
なったとして消去されるようになっている。そして、通過時間、確率、誤差時間は、実際
にその道路を、ある時間帯に通過した際に、実際の通過時間に基づいて更新される。例え
ば、次のように５パーセントの重み付け処理が施される。

　通過時間＝通過時間×０．９５＋実際の通過時間×０．０５
　確率：誤差時間内の通過の場合　　１－（１－確率）×０．９５
　　　　誤差時間内の非通過の場合　確率×０．９５
　誤差時間：誤差時間×０．９５＋実際の誤差時間×０．０５
【００４５】
　また、目的地到着予測時刻等は、経路を構成する単位道路で以下のような演算が行われ
る。交通情報放送等により現通過時間、現確率、現誤差時間が得られている場合にはそれ
らの値を用いて通過時間、確率、誤差時間の計算を行い、これらのデータが無い場合には
通常の通過時間、確率、誤差時間を用いて計算を行う。
　また、情報提供装置２０からの情報により、経路周辺でイベント（プロ野球の開催等）
が有る場合には、各単位道路についてイベント会場からの距離に応じて通過時間、確率、
誤差時間の補正が行われる。
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　到着予測時刻＝現時刻＋Σ通過時間ｉ
　確率＝√（Σ（（確率ｉ）×（確率ｉ）））
　誤差時間＝√（Σ（（誤差時間ｉ）×（誤差時間ｉ）））
　　　ｉ：道路番号
【００４６】
　また、確率を設定した場合には、簡易的な方法であるが、例えば次のように基準到着予
測時刻および基準誤差時間（上述の方法により求めた値）を補正する処理を行う。

ｉ）到着予測時刻だけを補正する場合
　　到着予測時刻＝到着予測時刻＋（Σ通過時間ｉ）×確率変化値×Ｋ１
　　　ここで、確率変化値＝設定確率－基準確率
Ｋ１＝係数
　　　　を表す。
・誤差時間だけを補正する場合
　　誤差時間＝基準誤差時間×（１＋確率変化値×Ｋ２）
　　　ここで、Ｋ２＝係数
　　　　を表す。
ｉｉ）到着予測時刻と誤差時間の両方を補正する場合
　　到着予測時刻＝到着予測時刻＋（Σ通過時間ｉ）×確率変化値×Ｋ３
　　誤差時間＝基準誤差時間×（１＋確率変化値×（１－Ｋ３））
　　　ここで、Ｋ３＝係数
　　　　を表す。
【００４７】
　また、誤差時間を設定した場合には、簡易的な方法であるが例えば次のように基準到着
予測時刻および基準確率（上述の方法により求めた値）を補正する処理を行う。
ｉ）到着予測時刻だけを補正する場合
　　到着予測時刻＝到着予測時刻－（Σ通過時間ｉ）×誤差時間変化率×Ｋ４
　　　ここで、
誤差時間変化率＝（設定誤差時間－基準誤差時間）／基準誤差時間、
　　　　Ｋ４＝係数
　　　　を表す。
ｉｉ）確率だけを補正する場合
　　確率＝基準確率－誤差時間変化率×Ｋ５
　　　ここで、Ｋ５＝係数
　　　　を表す。
ｉｉｉ）到着予測時刻と誤差時間の両方を補正する場合
　　到着予測時刻＝到着予測時刻＋（Σ通過時間ｉ）×誤差時間変化率×Ｋ６
　　　ここで、
誤差時間変化率＝基準誤差時間×（１＋誤差時間変化率×（１－Ｋ６））
　　　　Ｋ６＝係数
　　　　を表す。　
【００４８】
　また、確率あるいは誤差時間のみを用いる（表示する）場合には、誤差時間あるいは確
率の要素を取り除くこととなる。
【００４９】
　次に、これらの動作を実現するためにナビマイコン５の行う処理について説明する。図
５はナビマイコン５が行う処理を示すフローチャートであり、（Ａ）は経路設定時に行う
経路設定処理（経路探索終了後に開始）、（Ｂ）は経路案内時の経路案内処理（経路案内
時に繰り返し行われる）を示している。
【００５０】
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　先ず、経路設定処理について説明する。ステップＳ１では、各経路毎に上述のような計
算を行って到着予測時刻、確率、誤差時間を算出して経路候補の地図と共に画面に表示し
、その後ステップＳ２に移る。ステップＳ２では、利用者による経路選択入力操作を待ち
、選択操作があったと判断すればステップＳ３に移る。ステップＳ３では、選択された経
路の案内を開始し、その後ステップＳ４に移る。ステップＳ４では、算出した到着予測時
刻、確率、誤差時間を画面の地図上に表示し、処理を終える。
【００５１】
　次に、経路案内処理について説明する。まずステップＳ５では、現在位置、現在時刻、
経路から上述のような計算を行って到着予測時刻、確率、誤差時間を算出して画面の経路
案内地図の一部に表示し、その後ステップＳ６に移る。ステップＳ６では、到着予測時刻
、確率、誤差時間の変化量に応じた報知（音声出力や表示）を行い、その後ステップＳ７
に移る。ステップＳ７では、単位道路の通過が完了したか否かを判断し、通過完了と判断
すればステップＳ８に移り、通過が完了していないと判断すれば処理を終える。ステップ
Ｓ８では当該単位道路の実際の通過所要時間によりＨＤＤ４に記憶された当該単位道路の
データを更新して処理を終える。
　上記処理により、上述の到着予測時刻とその誤差範囲と確率の報知、各種データの更新
動作が実現される。
【００５２】
　上記した実施の形態によれば、目的地への到着予測時刻だけでなく、その時間までに到
着する確率、誤差時間等の各種情報が報知されるので、経路選択をより適切に行え、また
経路走行中の経路変更等も適切に行える。
【００５３】
　次に本発明に係る別の実施の形態について説明する。本実施の形態では公共交通機関の
利用も考慮したものとなっており、上記実施の形態に係るナビゲーションシステムと同様
の構成部分についてはその説明を省略し、ここでは異なる部分についてのみ説明すること
とする。
【００５４】
［ナビゲーション装置における表示例］
　図６はナビゲーション装置における通常案内時の表示状態を示す画面図である。
　通常の経路案内状態においては図６に示したように、地図上の自車位置に対応する位置
に自車マーク３２が表示される。また、目的地までの経路３３が道路と区別できる形状、
例えば本例では道路より太い赤色の実線で表示される。そして、表示画面の右上部分（経
路案内の邪魔にならない部分）に到着予測時刻と到着時刻の誤差範囲、その到着予測時刻
までに到着する確率、目的地到達にかかる費用、また公共交通機関利用の場合には乗換駅
（停留所）での列車（バス）発車時刻を報知する到着情報表示３１ｃがなされる。
【００５５】
　また、表示画面の右下部分には時刻表表示スイッチ３２、料金情報表示スイッチ３３、
運行状況表示スイッチ３４が表示され、時刻表表示スイッチ３２を選択操作することによ
り乗換駅での時刻表が表示され、料金情報表示スイッチ３３を選択操作することにより公
共交通機関の利用料金が表示され、運行状況表示スイッチ３４を選択操作することにより
公共交通機関の運行状況（遅れや運休情報）および道路交通状況が表示されるようになっ
ている。
【００５６】
　また、操作スイッチ６の操作により確率と誤差範囲、また人員の設定が可能で、確率を
設定した場合には、その確率で到着できる予測時刻（誤差範囲表示無しの場合）、その確
率で到着できる誤差範囲（誤差範囲表示有りの場合）が算出されて表示される。また、誤
差範囲を設定した場合には、その誤差範囲内で到着できる予測時刻（確率表示無しの場合
）、その誤差範囲で到着できる確率（確率表示有りの場合）が算出されて表示される。そ
して、確率と誤差範囲を設定した場合には、その誤差範囲、その確率で到着できる到着予
測時刻が表示されるようになっている。
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【００５７】
　さらに、人員を設定した場合には、その人員データ（大人Ｘ名、子供Ｙ名）に基づいて
費用が算出されることになる。また、公共交通機関の利用条件、例えば急行・特急の利用
や、指定席・グリーン席の利用、各種割引の利用等の条件も設定できるようになっており
、到着時刻や費用の算出にこれら条件を利用すれば、さらに利便性が向上する。
【００５８】
　また、この到着情報表示３１ｃに代わり、別の実施の形態では、経路の表示形態、例え
ば表示色や表示線種を変えることにより、これら確率や誤差範囲を表示させるように構成
されている。例えば、経路を、確率が９０％以上の時には緑色で表示し、８０％台の時に
は黄色で表示し、あるいは確率が９０％以上の時には太い実線、８０％台の時には太い破
線で表示されるようになっている。また、経路を、誤差範囲が１０分未満の時には緑色、
１０分台の時には黄色で表示し、誤差範囲が１０分未満の時には太い実線、１０分台の時
には太い破線で表示するようになっている。さらに別の実施の形態では、これらを組み合
わせた表示、例えば、誤差範囲が１０分未満で確率が９０％以上の時には緑色の太い実線
で表示するようになっている。
【００５９】
　これら確率、誤差範囲は経路案内中に随時（例えば所定時間毎に）更新される（到着予
測時刻は一定）。また、確率あるいは誤差範囲の変化量が所定範囲を超えた場合には到着
予測時刻を再算出するようになっている。また、これら値が変化した場合には、利用者に
対して、変化があった旨を音声や表示にて報知するようになっている。
【００６０】
　図７はナビゲーション装置における経路選択時の表示状態を示す画面図である。
　通常の経路選択状態においては図７に示したように、目的地までの経路候補Ａ、Ｂが表
示され、画面右側に各経路候補における到着情報表示３１ｄ（到着予測時刻とその誤差範
囲と確率、費用、人員）がなされる。利用者は、これら情報を見て経路を選択する。経路
情報表示３１ｄは、図７で示した表示形態だけでなく、表示情報を削減したり、他情報を
加えたりすることも使用状況等に応じて可能になっている。また、図７では省略したが、
図６に示したように、時刻表表示スイッチ３２、料金情報表示スイッチ３３、運行状況表
示スイッチ３４が表示され、これらスイッチを選択操作することにより対応する情報が表
示されるようになっている。
【００６１】
［確率・誤差範囲算出方法例］
　次に確率・誤差範囲算出方法について説明する。尚、道路走行部分（公共交通機関にお
けるバスも含む）については、上述の実施の形態に係るナビゲーションシステムと同様で
あるのでここではその説明を省略し、鉄道（航空路線・海上路線も同様）を含めた場合に
ついて説明する。また、以下に説明する方法は一例で、他の各種方法を採用することも可
能である。
【００６２】
　鉄道の場合、道路での移動とは異なり、通常は遅れが殆ど無く、略ダイヤ通りの運行で
ある。従って、予想到着時刻は運行データ（時刻表データ）に従って算出する（駅の到着
時刻と所要乗り換え時間、および列車の条件（特急等の列車種別等）から乗車列車を選択
し、その列車の目的駅への到着時刻を予想到着時刻の演算に用いる）。また、確率につい
ては以上の特性に基づいて一律９５～９９パーセント程度とし、また誤差については１列
車前後の列車に乗車した場合の到着時刻差が採用されている。
【００６３】
　列車遅れの場合には、遅れ情報に基づく遅れ時間を用いて到着時刻を補正し、確率につ
いては数パーセント低下させ（９０～９５）、誤差については通常、情報提供装置２０の
場合と同様に、１列車前後の列車に乗車した場合の到着時刻差を用いる。
【００６４】
　また、鉄道が不通になっている場合には、復旧のめどが立っていれば遅れと同様の処理
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を行うが、めどが立っていない場合には経路候補から除外すると共に、鉄道は不通である
旨の報知を行うようになっている。
［各種情報報知のためのデータ処理］
　次に各種情報報知のためのデータ処理について説明する。以下に説明する方法は一例で
、他の各種方法を採用することも可能である。また、確率・誤差範囲算出のための方法は
上述の実施の形態に係るナビゲーションシステムと同様であるのでここではその説明を省
略する。
【００６５】
　図８は、各種情報報知のためのデータ処理、およびデータの流れを示すデータ構成ブロ
ック図で、（Ａ）は経路探索をナビゲーション装置１０側で行う例、（Ｂ）は経路探索を
情報提供装置２０側で行う例を示すブロック図である。ここでは、これら２つの例を説明
するが、誤差状況データおよび費用を全てナビゲーション装置１０側で行ってもよく（必
要なデータを情報提供装置２０からナビゲーション装置１０に送信）、その他のデータ処
理方法であってもよい。
【００６６】
　先ず、（Ａ）に示した経路探索をナビゲーション装置１０側で行う例について説明する
。利用者により、目的地が設定されると、ナビゲーション装置１０は探索した経路データ
（必要に応じて人員データ）を情報提供装置２０に送信する。情報提供装置２０は随時公
共交通機関や交通情報センター３０から、交通情報データ、料金データ、運行データを入
手しており、そのデータをＨＤＤ２１（図１）等の記憶装置に記憶している。そして、情
報提供装置２０は、ナビゲーション装置１０からの経路データ、公共交通機関や交通情報
センター３０およびナビゲーション装置１０から得たこれらのデータに基づいて誤差状況
データ、費用の算出処理を行い、これら結果と必要な（経路に関係する）交通情報を選択
して、ナビゲーション装置１０に送信する。そして、ナビゲーション装置１０では、これ
ら情報提供装置２０からの誤差状況データ、費用、交通情報を受信すると、必要に応じて
表示し、経路案内を行うようになっている。
【００６７】
　次に、（Ｂ）に示した経路探索を情報提供装置２０側で行う例について説明する。利用
者により、目的地が設定されると、ナビゲーション装置１０は設定された目的地データと
現在地データ（必要に応じて人員データ）を情報提供装置２０に送信する。情報提供装置
２０は随時公共交通機関や交通情報センター３０から、交通情報データ、料金データ、運
行データを入手しており、そのデータをＨＤＤ２１等の記憶装置に記憶している。そして
、情報提供装置２０は、ナビゲーション装置１０からの目的地データと現在地データに基
づいて経路探索処理を行い、またナビゲーション装置１０からの人員データ、探索した経
路候補、そして公共交通機関や交通情報センター３０およびナビゲーション装置１０から
得たこれらのデータに基づいて誤差状況データ、費用の算出処理を行い、これら処理結果
と必要な（経路に関係する）交通情報を選択し、ナビゲーション装置１０に送信するよう
になっている。
【００６８】
　ナビゲーション装置１０では、これら情報提供装置２０からの、経路候補データ、誤差
状況データ、費用データ、交通情報データを受信すると、ＨＤＤ４に記憶する。そして、
経路候補データおよび各経路データに関する情報表示を行い、さらに利用者の操作スイッ
チ６の操作により経路候補から選択された経路に応じて、必要なデータをＨＤＤ４から読
み込み、経路案内、情報表示を行うようになっている。
【００６９】
　本実施の形態に係るナビゲーションシステムによれば、目的地への到着予測時刻だけで
なく、その時間までに到着する確率、誤差時間、交通費用等の各種情報が、公共交通機関
も含めた経路に関して報知されるので、経路選択をより適切に行え、また経路走行中の経
路変更も適切に行えることとなる。
【図面の簡単な説明】
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【００７０】
【図１】本発明の実施の形態に係るナビゲーションシステムの構成を示すブロック図であ
る。
【図２】実施の形態に係るナビゲーション装置における通常案内時の表示状態を示す画面
図である。
【図３】実施の形態に係るナビゲーション装置における経路選択時の表示状態を示す画面
図である。
【図４】実施の形態に係る確率・誤差範囲算出のために使用されるデータを示すデータ表
である。
【図５】（Ａ）（Ｂ）は実施の形態に係るナビマイコンが行う処理を示すフローチャート
である。
【図６】実施の形態に係るナビゲーション装置における通常案内時の表示状態を示す画面
図である。
【図７】実施の形態に係るナビゲーション装置における経路選択時の表示状態を示す画面
図である。
【図８】（Ａ）（Ｂ）は実施の形態に係る各種情報報知のためのデータ処理、およびデー
タの流れを示すデータ構成ブロック図である。
【符号の説明】
【００７１】
１０・・・ナビゲーション装置
３　・・・車速パルス入力部
４　・・・ＨＤＤ（ハードディスク）
５　・・・ナビマイコン
６　・・・操作スイッチ
７　・・・ディスプレイ
２０・・・情報提供装置
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